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情報公開文書 

 

 

1. 研究の名称  

皮膚老化に関わる遺伝子解析研究 

 

2. 倫理審査と許可 

京都大学大学院医学研究科・医学部及び医学部附属病院 医の倫理委員会の審査を受け、研究機関の長

の許可を受けて実施しています。  

 

3. 研究機関の名称・研究責任者の氏名  

京都大学皮膚科・椛島健治 

かばしまクリニック・椛島かなこ 
医療法人 冨士森形成外科・冨士森英之 

P&G・Xianghong Yan 

合同会社シャネル R&I 化粧品研究所・Chanel Perfum beaute・原田 康子 

A*STAR Skin Research Labs（シンガポール）・Oliver Dreesen 

 

4. 研究の目的・意義  

  科学技術の進歩により皮膚老化に関わる遺伝子は近年いくつか同定されております。しかしながら、皮

膚の老化に関わる遺伝子をどの細胞が発現しているのか、どのように老化細胞が広がっているかといっ

た検討は未だ十分になされていません。さらに、皮膚老化の病態に寄与する遺伝子の解明はまだ十分で

はない状態です。そこで紫外線の影響を受け、皮膚老化の影響を受けやすい眼瞼の手術をされる患者さ

んを対象に皮膚老化に関連する遺伝子変異の有無および詳細な遺伝子配列を調査したいと考えています。

この臨床研究を通して皮膚老化に関するメカニズムの解明、治療薬の開発に将来つながる可能性があり

ます。 

 

5. 研究実施期間  

2021 年 8 月 10 日から 2028 年 3 月 31 日まで 

 

6. 対象となる試料・情報の取得期間 

2021 年 8 月 10 日から 2028 年 3 月 31 日の間に、京都大学医学部附属病院形成外科、かばしまクリニッ

ク、冨士森形成外科において、上眼瞼の手術をした患者さん 

 

7. 試料・情報の利用目的・利用方法  

上まぶたの皮膚サンプルを使って、最新の遺伝子解析技術を組み合わせて調べる研究が行われます。こ

の研究では、皮膚の老化によって増えた細胞の種類や、それらの細胞の遺伝子がどのように働いている

かを明らかにしようとしています。また、正常な細胞に蓄積した遺伝子の変化とその影響についても探

ります。得られた情報は、化粧品会社の P&G と CHANEL に提供されます。 

 

8. 利用または提供する試料・情報の項目  

  上眼瞼皮膚、病歴、年齢、性別、身長、体重 

 

9. 利用または提供を開始する予定日 

  2021 年 8 月 10 日から 2028 年 3 月 31 日まで 

 

10.当該研究を実施する全ての共同研究機関の名称および研究責任者の職名・氏名  

研究代表機関：京都大学皮膚科・椛島健治 

共同研究機関：かばしまクリニック・椛島かなこ 

医療法人 冨士森形成外科・冨士森英之 

P&G・Xianghong Yan 

合同会社シャネル R&I 化粧品研究所・Chanel Perfum beaute・原田 康子 

              A*STAR Skin Research Labs（シンガポール）・Oliver Dreesen 
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11. 試料・情報の管理について責任を有する者の氏名または名称  

京都大学皮膚科・鬼頭昭彦 

かばしまクリニック・椛島かなこ 

医療法人 冨士森形成外科・冨士森英之 

P&G・Xianghong Yan 

合同会社シャネル R&I 化粧品研究所・Chanel Perfum beaute・原田 康子 

A*STAR Skin Research Labs（シンガポール）・Oliver Dreesen 

 

12. 研究対象者またはその代理人の求めに応じて、研究対象者が識別される試料・情報の利用または他の研

究機関への提供を停止すること及びその方法  

ご自身の試料・情報を研究に利用されたくない方は、連絡先までその旨お知らせ頂ければ、解析対象

から削除します。 

 

13. 他の研究対象者等の個人情報および知的財産の保護等に支障がない範囲内での研究に関する資料の入

手・閲覧する方法 

他の研究対象者等の個人情報及び知的財産に支障がない範囲で研究に関する資料の入手・閲覧が可能

です。希望される方は、問合せ窓口までお知らせください。 

 

14. 研究資金・利益相反  

1） 研究資金の種類および提供者 

  共同研究費・P&G 

  共同研究費・シャネル 

 

2） 提供者と研究者との関係 

資金提供者は本研究計画における企画、運営、解析、論文執筆に関与する。 

 

3） 利益相反 

利益相反について、京都大学利益相反ポリシー、京都大学利益相反マネジメント規程に従い、京

都大学臨床研究利益相反審査委員会において適切に審査しています。 

 

15. 研究対象者等からの相談への対応 

1） 研究課題ごとの相談窓口 

施設名：京都大学医学部附属病院 

研究責任医師：椛島健治 

住所：京都府京都市左京区聖護院川原町 54 

電話：075-751-3111（代表） 

 

2） 各研究機関における相談等窓口 

  施設名：かばしまクリニック 

研究責任医師：椛島かなこ 

住所：京都府京都市中京区一之船入町３７６ ＣＬＯＴＯビル B1 

電話：075-746-2739 

 

施設名：冨士森形成外科 

研究責任医師：冨士森英之 

住所：京都市下京区東塩小路町 608-9 日生三哲ビル 2F 

電話：075-341-2160     

 

16. 外国にある者に対して 試料・情報を提供する場合 

１．Chanel Perfum beaute（フランス） 
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① 当該外国の名称 

フランス 

② 適切かつ合理的な方法により得られた当該外国における個人情報の保護に関する制度に関する情

報 

EU 全体に関わる EU 一般データ保護規則（GDPR）が適応されます。下記サイトを参照してください。 

https://www.ppc.go.jp/enforcement/infoprovision/EU/ 

 

③ 当該者が講ずる個人情報の保護のための措置に関する情報 

Chanel Perfum beaute もシャネルグループの 1法人として、GDPR に基づくグループ共通のプライバシ

ーポリシーに従って、個人情報の保護のための対策（措置）を実施します。 

 

２．A*STAR Skin Research Labs（シンガポール） 

 

① 当該外国の名称 

シンガポール 

② 適切かつ合理的な方法により得られた当該外国における個人情報の保護に関する制度に関する情

報 

シンガポールの個人データ保護法（PDPA）は、組織が個人データを収集、使用、開示する方法を規制

しています。 

https://www.pdpc.gov.sg/overview-of-pdpa/the-legislation/personal-data-protection-act 

③ 当該者が講ずる個人情報の保護のための措置に関する情報 

個人情報は収集されず、非識別化されたサンプルのみが受け取られる。 

            
 


